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１．事業概要
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AGCグループ （売上高：１兆１，９００億円 営業利益：９２９億円）

自動車用ガラス
売上高：2,569億円

板ガラス
売上高：3,077億円

フッ素・スペシャリティ
売上高：938億円

クロールアルカリ・ウレタン
売上高：1,755億円

ディスプレイ
売上高：2,894億円

電子部材
売上高：547億円

セラミックス・その他
売上高：８７０億円(３%)

ガラス
売上高：５，６４６億円(４７%)

電子
売上高：３，４４１億円(２９%)

化学品
売上高：２，５７３億円（２１%)

（２０１２年１２月期）

時代の最先端産業および成長市場へ積極的に投資・進出
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２．世界市場でのポジション
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65%
65%

※2012年末当社推定

板ガラス 自動車用ガラス

TFT液晶用ガラス基板 PDP用ガラス基板

No.1 当社 AGCグループ

No.1 ｻﾝｺﾞﾊﾞﾝ + ｾﾝﾄﾗﾙ硝子

No.1 日本板硝子グループ

：

No.1 コーニング

No.2 当社 AGCグループ

No.3 日本電気硝子

：

No.1 当社 AGCグループ

No.2 日本電気硝子

＊中国を除く

No.1 当社 AGCグループ

No.1 ｻﾝｺﾞﾊﾞﾝ + ｾﾝﾄﾗﾙ硝子

No.1 日本板硝子グループ

No.4 ガーディアン

：

グローバル一体経営を推進し、世界市場で上位を獲得
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３．新事業ドメイン
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縦割型からAGCグループの総合力を最大化するドメインへ統合



４．ESGへの対応例

5

「環境・エネルギー問題への対応」と「事業収益性」を両立

快適な
生活・空間領域

クリーン＆グリーンな
エネルギー領域

クリアな
映像・通信領域

 第２のグローバリゼーション
 環境・エネルギー問題に技術力で貢献
 ガラス技術立社

３つの戦略３つの戦略

事業ドメイン事業ドメイン

ガラス・化学・セラミックス技術

お 客 様

２０２０年の
ありたい姿
２０２０年の
ありたい姿

AGCグループは、『持続可能な社会に貢献している企業』として、

◍ 差別化された強い技術力を持ち、
◍ 製品のみならず、生産工程・事業活動全般に亘って環境に配慮し、
◍ 新興地域の発展にも寄与する、

高収益・高成長のグローバル優良企業でありたい。

事業活動の
バックボーン
事業活動の
バックボーン

 人は力なり
 安全なくして生産なし

経営方針 Grow Beyond 



５．コミュニケーションツール
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2013.11より、
新ツールの
利用を開始

独自の“統合報告書”をマルチステークホルダーへ発信



５．コミュニケーションツール
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投資家の皆様へ「ESGハイライト」をホームページから発信
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ご清聴ありがとうございました。


